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　「平成」も残すところあと３か月、5月には年号が変わり新

しい時代へと移り変わろうとしています。七尾市においては、

平成31年4月から取り組む第２次七尾市総合計画を策定し、

市の目指す将来像「能登の未来を牽引し  七色に輝く  市民

活躍都市　ななお」の実現に向けて動き出します。
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2議会だより

12 月
定例会
の概要

第２次七尾市総合計画を策定第２次七尾市総合計画を策定

【議案第105号】　第２次七尾市総合計画基本構想の策定について【議案第105号】　第２次七尾市総合計画基本構想の策定について

　平成18年に制定された「 市民のねがい － 七尾市民憲章 －」をまちづくりの基本理念とし、

「 能登の未来を牽引し　七色に輝く　市民活躍都市　ななお 」という将来像を掲げ、平成31

年からの10年間、まちづくりの基本的な方向性を示すものとして、第２次七尾市総合計画を策

定する。

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

●万行土地区画取得奨励事業費……………1,200万円
　申請件数の実績見込みによる増額　 5件（当初） → 11件

●産地パワーアップ事業費…………… 6,045万8千円
・ライスセンター整備等にかかる助成

・産地パワーアップ事業（国事業）に取り組む

　農業団体への助成

●和倉温泉お祭り会館（仮称）整備事業費 … 292万7千円
　　和倉温泉お祭り会館（仮称）の駐車場整備に係る経費

　　　　内容：樹木伐採、盛土

●多様な担い手を活用した園芸産地育成事業費 … 150万円
　石川県がブランド化を進めている「ルビーロマン」の生産

拡大や商品化率向上等に必要な施設及び機械の導入に対する

支援

　事業主体：能登わかば農業協同組合ぶどう部会

　事業内容：パイプハウスの設置（７棟）

●地域栽培漁業推進事業費……………… 173万4千円
石川県がブランド化を進めている「能登とり貝」の生産拡

大や商品化率向上等に必要な施設の導入に対する支援

　事業主体：能登とり貝生産組合

　事業内容：養殖用筏の設置

【議案第111号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第4号）

●小学校改修事業費……………… 4億4,365万5千円
　普通教室等への空調整備事業

　　※全10校普通教室（特別支援教室含む）

　　※和倉小と能登島小の図書室（他の学校は整備済）

●中学校改修事業費……………… 1億2,814万5千円
　普通教室等への空調整備事業

※七尾中学校と七尾東部中学校の普通教室（能登香島中

と中島中は整備済）

主な議案主な議案

置（７

　平成30年第４回七尾市議会定例会は、１２月３日（月）から１２月１９日（水）までの１７日間の会　平成30年第４回七尾市議会定例会は、１２月３日（月）から１２月１９日（水）までの１７日間の会

期で行われました。今定例会において、一般質問として１２名の議員が市政一般について質問を期で行われました。今定例会において、一般質問として１２名の議員が市政一般について質問を

行いました。行いました。

　議案等については、議案１７件、報告３件（報告３件は議決不要）が市長より提出され、審査の結　議案等については、議案１７件、報告３件（報告３件は議決不要）が市長より提出され、審査の結

果、全ての議案は可決されました。なお、請願2件については、不採択となりました。果、全ての議案は可決されました。なお、請願2件については、不採択となりました。

　最終日には、追加議案１１件、同意案２件が提出され、全ての議案、同意案は可決・同意されまし　最終日には、追加議案１１件、同意案２件が提出され、全ての議案、同意案は可決・同意されまし

た。また、意見書提出による議会議案４件も提出され、すべて可決されました。た。また、意見書提出による議会議案４件も提出され、すべて可決されました。

能登とり貝
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◆委　員　長／中西庸介

◆副委員長／森　憲一

◆委　　員／礒貝和典、久保吉彦、杉木　勉、

　　　　　　杉本忠一

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第3号）

◆動物死骸回収業務委託について

問動物の死骸処理は、年間でどれくらいあるのか。また、処理は犬猫だ
けなのか。

答年間の多いものからいうと、タヌキ、猫、イノシシの順で、平成29年
度で731件を処理している。平成30年度の今現在は657件を処理
している。イノシシについては、平成29年度は40頭、平成30年度の
10月末までで62頭を処理している。

　 　

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第3号）

◆戸籍住民基本台帳コンビニ交付関連システム構築業務委託について

問住民票をコンビニ交付するという場合、手数料はどうなるのか。この
場合は、マイナンバーカードしか対応できないのか。

答手数料については、窓口に来ていただくのと同じである。コンビニに
支払う手数料としては、1件115円にする予定である。当然マイナン
バーカードがないとサービスを受けることはできないため、積極的
にマイナンバーカード取得をＰＲしていく。

解体工事中の能登島総合センター
（旧市民センター）

総務企画 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

委員会付託

・議案７件

主な審議内容

分科会分担

・議案３件

【議案第103号】

◆七尾市地域センター条例を廃止する条例について

問能登島総合センター（旧市民センター）を解体するということだが、
田鶴浜市民センターも解体したとき、同じようなことだったのか。

答田鶴浜については、地域センターというものにはなってなかった。
地域センター条例になっていたのは、中島のふるさと活性化センタ
ーもこの地域センター条例に含まれていたことがある。今は能登島
総合センターのみだったので、解体に伴って、条例を廃止するもので
ある。

　 　

【議案第120号】

◆七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
　条例について

問0.2％引き上げたら、平均いくらほど上がるのか。

答平均でいくと、月額1,500円ほどになる。

問4月にさかのぼって、トータル12月に30年度分を支給するというこ
とか。

答0.2％の引き上げは、初任給の引き上げとなるので、それが平均
1,500円の引き上げとなる。

問初任給、若年層とあるが、そこに重点的に配分するということであれ
ば、全職員を対象にしているわけではないのか。

答給料表全体では引き上げになっているが、若年層の初任給のアップ
率、上げ幅が大きくなっており、平均すると0.2％の引き上げで、平均
1,500円となる。

総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会総務企画分科会に分担された議案について審任委員会総務企画分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

マイナンバーカード（見本）

解体前の旧能登島市民センター
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教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会教育民生分科会に分担された議案について審任委員会教育民生分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／伊藤厚子

◆副委員長／山添和良

◆委　　員／西川英伸、山崎智之、荒川一義

　　　　　　桂　撤男

教育民生 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

のと里山里海ミュージアム

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第3号）

◆のと里山里海ミュージアムの施設管理について

問施設清掃にかかる業務委託に対して、緑地帯管理の予算が倍になる

というのはなぜなのか。

答清掃委託については、公園の便所整備、ミュージアムの木造棟とミュ

ージアム鉄筋棟の清掃である。緑地帯は、県が開設している６ヘクタ

ールあり、芝管理、樹木管理の管理費用がかかる。

　 　

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆図書館管理運営費について

問図書館管理運営費の2名減のマイナス補正について、どういうこと

か。

答組織変更で４つあった図書館が１つになって職員を集約し、３つの図

書室（矢田郷、田鶴浜、中島）は臨時職員対応としたため、減になっ

た。

問臨時職員は、司書の資格を持った人がしているのか。

答資格を有していない人がしている。市立図書館に有資格者が3名お

り、その3名が各３図書室の分も一緒にやっている。

主な審議内容

【議案第94号】
平成30年度七尾市一般会計補正予算（第３号）

◆放課後児童クラブ事業費について

問障害児受入加算と長時間開所加算とのことだが、人件費ということ

なのか。

答そうである。主なものとしては、障害児の受入のニーズが増えたこと

による委託費の増額、もう一つは、長時間による実績に応じての補

正である。

　 　

【議案第111号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第４号）

◆小中学校の空調整備事業について

問どういったところから優先的に、工事を進めていくのか。

答市内小中学校が12校あり、新しい学校は図面が最近のもので、実施
設計が早くできるため6月に入札する。古い学校は、図面が古く、実
施設計で少し遅れる。工事についても、製品の調達や入札が不調に
おわる可能性もあるので、１期目と２期目に分けた形で平成31年度
中には、すべてのエアコン整備をしていく考えである。

問教室を工事するということになれば、授業を休ませるのか。

答6月に業者発注、第1期目工事に関しては、夏休み等を活用しながら
進めたい。授業に重なる部分については、学校の授業の弊害になら
ないよう、一つずつ時間等を変えながら、1年以内に整備したい。

問全国的に整備を進める話なので、8月に集中する可能性がある。資
材から取り付け工事から全て集中するが問題はないのか。

答6月から11月末
をまず1期目の工
事とし、2期目を9
月から2月末とい
う工期の中で、子
どもたちの授業
に多少支障があ
ると思うが、しっ
かりと学校と相談
しながら進めて
いきたい。

委員会付託

・議案２件

分科会分担

・議案５件

空調設備
七尾市立図書館
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産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会産業建設分科会に分担された議案について審任委員会産業建設分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／木下敬夫

◆副委員長／徳田正則

◆委　　員／佐藤喜典、垣内武司、永崎　陽

　　　　　　今田勇雄

産業建設 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

お祭り会館となる和倉温泉観光会館

主な審議内容

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第3号）

◆和倉温泉お祭り会館（仮称）整備事業について

問お熊甲祭について、枠旗の展示方法が見劣りしていると思うが、何

か工夫はできないか。

答展示については、実物を見せるものと、映像の中で島田くずしする

ような形で枠旗を倒し、それを起こそうとした時に拍手が起こるな

どといった演出もある。そこはしっかりと体験の中で見せていく仕

掛けをしていく。

問駐車場整備について、隣接地と合わせた一体的な整備はしないの

か。

答工期に合わせて地権者と合意がとれたものは、現在の造成地までで

あった。今回の造成については、普通車両120台程度である。ほか

の部分については、環境が整えば、祭り会館までの導線ということ

もあり検討したい。

　 　

【議案第94号】

平成30年度七尾市一般会計補正予算（第3号）

◆万行土地区画取得奨励事業費について

問万行土地区画について、保留地は何区画あるのか。

答販売予定で残っている保留地が4区画ある。そのうち1区画につい

ては面積が大きいので助成金の対象にならないが、助成金の対象

となるものは3区画である。

【議案第106号】

湯っ足りパーク等の指定管理者の指定に

◆七尾市中心市街地観光交流センターについて

問年間利用者の目標が3万人というのは至難の業だと思うが、どのよ

うな対応を考えているのか。

答平成28年度の開館当初に2万4千人、平成29年度は2万3千人の入

館者であった。和倉温泉旅館協同組合と連携を図りながら、割引優

待券を作成し中心市街地に観光周遊する仕掛けづくりをしている。

また、のと里山里海ミュージアムとの連携や、山の寺寺院群との周遊

ができるよう、DMOを通じて話し合っており、これからの誘客に繋

げる。

問花嫁のれん館付近の駐車場が少なく、不便との声も聞くが、どうな

のか。

答大型バスは、小丸山城址公園下交差点付近に駐車場を確保してお

り、公園に隣接した駐車場もある。駐車場の周知という点ではホー

ムページでも紹介していきたい。

　 　

【議案第109号】

市道路線の廃止について

◆市道徳田48号線について

問市道徳田48号線は、地元において生活に密着した道路である。この

市道廃止予定区間の除雪はどのようになるのか。

答基本的に、農道は除雪の対象とならないが、実際に生活道路として

使われている農道では除雪をしている区間もある。市道徳田48号

線の廃止予定区間については、除雪の実施計画の中に入っている。

委員会付託

・議案４件

・報告２件

分科会分担

・議案３件

（報告２件  議決不要）

万行土地区画

観光交流センター
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創業支援の窓口（産業振興課）創業支援の窓口（産業振興課）
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援
を
行
っ
て
い
る
。
創
業
者
に
は
、
二
代
三
代

と
事
業
が
繋
が
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
③
カ
ル
テ
ッ
ト

で
創
業
し
た
75
事
業
者
の
う
ち
、
正
社
員
が
10
人
、
パ
ー
ト
が
３
人

で
あ
る
。
業
界
団
体
等
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
同
業
種
の
団
体
や

地
域
の
繋
が
り
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
加
入
や
連
携
を
促
進
し
て
い

る
。
今
後
も
経
済
界
に
お
い
て
、
自
助
と
共
助
の
体
制
強
化
を
し
っ

か
り
進
め
て
ほ
し
い
。

議員の 市の

答  

弁

 

一
般
質
問

質  

問

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
商
店
街
の
現
状
に
つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
選
挙
管
理
委
員
会　
　

■
市
町
会
連
合
会

■
婚
活
問
題

■
お
祭
り
会
館
建
設
中
の
問
題

祭
り
本
番
に
も
訪
れ
る
よ
う
な

仕
掛
け
づ
く
り
を
！

　
　
　
　

①
お
祭
り
会
館
と
な
る
和
倉
温
泉
観
光
会
館
は
、
昭
和
56

年
建
設
で
約
40
年
が
経
過
し
、
耐
震
問
題
は
ど
う
か
。
も
し
強
化
を

し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
事
業
費
と
工
期
に
つ
い
て
ど
う
な
る
の
か
。

②
お
祭
り
会
館
を
訪
れ
て
、
再
び
祭
り
本
番
に
訪
れ
よ
う
と
思
わ
せ

る
構
想
や
仕
掛
け
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
③
さ
ら
に
誘

客
拡
大
の
た
め
に
、
青
柏
祭
の
で
か
山
運
行
を
見
学
で
き
る
仮
設
見

学
席
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

①
和
倉
温
泉
観
光
会
館
は
、
平
成
27
年
度
に
耐
震
診
断
を

行
っ
た
結
果
、
１
階
の
一
部
に
強
度
不
足
の
個
所
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
部
分
を
鉄
骨
で
補
強
し
、
建
物
全
体
が
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
に
な
る
。
耐
震
補
強
に
か
か
る
事
業
費
は
、
５
千
万
円
余
り
で
、

工
期
は
来
年
６
月
に
着
手
し
11
月
末
ご
ろ
に
工
事
完
了
予
定
で
あ
る
。

②
祭
り
の
雰
囲
気
や
迫
力
な
ど
が
伝
わ
る
見
せ
方
な
ど
、
本
番
の
祭

礼
に
行
き
た
い
と
思
わ
せ
る
動
機
づ
け
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、
で

か
山
や
石
崎
奉
燈
な
ど
の
実
物
展
示
の
ほ
か
、
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

映
像
を
流
し
て
祭
礼
の
再
現
を
し
、
臨
場
感
を
高
め
、
疑
似
体
験
で

き
る
仕
掛
け
を
計
画
し
て
い
る
。
③
今
年
度
、
５
月
５
日
に
御
祓
川

大
通
り
の
泰
平
橋
と
長
生
橋
に
合
計
１
５
０
席
の
パ
イ
プ
い
す
を
並

べ
、
無
料
観
覧
席
を
設
置
し
た
。
高
齢
者
や
家
族
連
れ
の
利
用
者
が

多
く
み
ら
れ
て
好
評
だ
っ
た
。
今
後
も
多
く
の
観
光
客
が
増
え
る
よ

う
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

青柏祭青柏祭

 

一
般
質
問

伊藤 厚子 議員
（無会派）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
不
登
校
対
応

■
七
尾
市
の
将
来
の
消
滅
脱
却
を
図
る
取
り
組
み

外国語表記の看板外国語表記の看板

■
観
光
危
機
管
理
の
充
実
に
つ
い
て

外
国
人
旅
行
者
に
も
き
め
細
や
か

な
対
応
を
！

　
　
　
　

①
地
域
防
災
計
画
に
観
光
旅
行
者
に
対
す
る
避
難
場
所
や

避
難
経
路
な
ど
の
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
②
災
害
情
報
の

多
言
語
化
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
③
災
害
関
係
情
報
の
多
言
語
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。
④
外
国
人
観
光

客
に
対
す
る
避
難
場
所
の
運
営
は
で
き
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

⑤
災
害
時
に
和
倉
温
泉
観
光
協
会
な
ど
と
関
係
団
体
と
の
協
定
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　

①
観
光
客
に
限
っ
た
避
難
場
所
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、

大
規
模
災
害
時
に
交
通
が
途
絶
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
観
光
客

を
帰
宅
困
難
者
と
し
て
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
②
避

難
場
所
の
多
言
語
標
識
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
一
部
英
語
表
記
を
加

え
、
今
後
順
次
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
石
川
県
国
際
交
流

協
会
に
要
請
し
外
国
人
観
光
客
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
③
多
言
語
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ツ
ー
ル
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
多
言
語
対
応
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
災
害
情
報
な

ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
④
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー

や
市
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
、
翻
訳
機
の
導
入
な
ど
で
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。
⑤
旅
行
業
者
な
ど
と
の
協
定
は
結
ん
で
い
な
い
が
、

和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合
と
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
等
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
。

 

一
般
質
問

山崎 智之 議員
（灘会）

質  

問

質  

問

答  

弁

答  

弁

杉本 忠一 議員
（無会派）



7 議会だより

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
介
護
保
険　
　

■
窓
口
負
担
軽
減

■
放
射
線
測
定
装
置　
　

■
生
活
保
護
制
度

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
奨
学
金　
　

■
障
が
い
者
の
表
記　

■
最
低
賃
金
遵
守　
　

■
災
害
の
教
訓

■
子
育
て
世
帯
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

子
育
て
家
庭
の
生
活
実
態
調
査
の

実
施
を
！

　
　
　
　

金
沢
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を

10
月
に
行
い
、
貧
困
家
庭
の
子
育
て
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

①
七
尾
市
で
も
各
種
の
子
育
て
支
援
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
金
沢

市
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
②
七
尾

市
で
も
子
育
て
世
帯
の
実
情
を
調
査
し
、
今
後
の
施
策
の
参
考
に
す

る
た
め
に
も
調
査
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
③
生
活
困
窮
者

を
支
援
す
る
に
は
、
自
治
体
の
果
た
す
役
割
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

七
尾
市
で
の
取
り
組
み
の
現
状
と
認
識
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　

①
金
沢
市
の
調
査
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推
進
す
る

た
め
の
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
②
七
尾
市
で
は
、
次
期
「
七
尾
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
今
年
度
か

ら
の
今
後
の
子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
③
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
、
国
や
県
と
の

連
携
の
も
と
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
は
「
い

し
か
わ
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
２
０
１
５
」
を
も
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
や
生
活
保
護
事
業
な
ど
、
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
に

対
し
て
は
、
児
童
扶
養
手
当
、
母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
事
業
な
ど
、

国
の
施
策
に
の
っ
と
り
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
業

ご
と
に
世
帯
に
生
活
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
通
学
路

■
安
心
安
全
な
道
づ
く
り

 

一
般
質
問

旧徳田小学校旧徳田小学校

■
旧
徳
田
小
学
校
及
び
体
育
館
の
活
用
に
つ
い
て

旧
徳
田
小
学
校
の
有
効
活
用
を
！

　
　
　
　

旧
徳
田
小
学
校
舎
と
体
育
館
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
利
活
用
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。
耐
震
化
が
さ
れ
て

お
ら
ず
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い
る
体
育
館
の
解
体
時
期
と
跡
地
利
用

は
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。
跡
地
利
用
と
し
て
徳
田
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
同
時

に
、
冠
水
対
策
工
事
を
す
れ
ば
ど
う
か
。
ま
た
、
旧
校
舎
と
徳
田
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
浄
化
槽
が
一
体
化
し
て
お
り
、

故
障
時
な
ど
の
対
応
と
し
て
管
理
区
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

旧
徳
田
小
学
校
の
校
舎
は
、
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
保
管
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
取
り
壊
し
が
必
要
で
あ
り
、
解
体
後
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
冠
水
対
策
も
含
め
て
地
元
に
お
い
て
意
見
を
集
約
し
て
、

地
元
で
主
体
的
に
管
理
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
協
議
検

討
し
た
い
。
ト
イ
レ
浄
化
槽
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
で

管
理
を
し
て
お
り
、
来
年
度
以
降
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設

備
と
し
て
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

学校の教室

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

子育て

答  

弁

 

一
般
質
問

質  
問

山添 和良 議員
（未来）

礒貝 和典 議員
（無会派）

■
み
な
し
寡
婦
控
除
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
に
対
す
る
寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
を
！

　
　
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
う
ち
、
配
偶
者
と
死
別
・
離
別
し
た
場

合
は
、
寡
婦
控
除
や
非
課
税
等
の
措
置
が
あ
る
が
、
婚
姻
歴
の
な
い

場
合
は
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
今
年
の
厚
生
労
働
省
に
よ
る
政

令
改
正
や
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
自
己
負
担
上
限
額
に
も
み

な
し
適
用
を
す
る
な
ど
、
み
な
し
寡
婦
控
除
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
を
広
く
情
報
発
信
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
配
慮
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
所

得
税
・
住
民
税
の
軽
減
に
も
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
得
控

除
で
あ
る
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
に
つ
い
て
は
法
改
正
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
七
尾
市
に
お
い
て
、
先
ん
じ
て
み
な
し
適
用
を
行
う
、

つ
ま
り
未
婚
の
ひ
と
り
親
が
申
請
す
れ
ば
、
寡
婦
控
除
額
と
の
差
額

分
を
自
治
体
が
補
助
す
る
、
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

国
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
保
育
料
の

ほ
か
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
や
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
な

ど
に
も
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
可
能

性
の
あ
る
ひ
と
り
親
に
は
、
事
業
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
ま
た
、

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
み
な
し
適
用
を

実
施
す
る
考
え
は
な
く
、
国
の
税
制
改
正
に
お
い
て
議
論
す
べ
き
も

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
。

 

一
般
質
問

質  

問

質  

問

答  
弁

答  

弁

徳田 正則 議員
（新政会）

七尾市議会だより 検索



8議会だより

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
の
見
直
し

■
手
続
き
簡
素
化　
　

■
高
齢
者
支
援

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

な
し

議員の 市の

■
相
撲
王
国
七
尾
と
し
て

相
撲
王
国
に
ち
な
ん
だ
七
尾
の

Ｐ
Ｒ
を
！

　
　
　
　

の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
10
月
に
オ
ー
プ
ン
、
ま

た
和
倉
温
泉
観
光
会
館
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
（
仮
称
）
和
倉
温
泉

お
祭
り
会
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
そ
の
中
で
、
全
国
発
信
で
き

る
も
の
の
一
つ
に
相
撲
王
国
七
尾
が
あ
る
。
先
般
亡
く
な
ら
れ
た
第

54
代
横
綱
の
輪
島
関
、
現
在
活
躍
中
の
輝
関
を
含
め
、
七
尾
市
か
ら

５
人
の
関
取
が
誕
生
し
て
お
り
、
全
国
に
七
尾
の
名
を
広
げ
て
い
る
。

そ
の
功
績
を
称
え
る
意
味
で
、
お
祭
り
会
館
に
相
撲
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

七
尾
出
身
の
５
人
の
関
取
の
活
躍
は
、
市
民
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
活
躍
は
大
変
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
り
、
七
尾
市
の
誇
り
で
あ
る
。
先
般
元
横
綱
の
輪
島
関

が
亡
く
な
ら
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
活
躍
を
称
え
る
観
点
で
、
民
間

で
ゆ
か
り
の
品
々
を
公
開
す
る
展
示
場
所
を
出
身
地
の
石
崎
町
に
設

け
る
計
画
が
報
道
等
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
民
間
レ

ベ
ル
で
の
取
り
組
み
に
期
待
を
し
て
い
る
。
お
祭
り
会
館
は
、
祭
り

に
特
化
し
た
も
の
に
し
た
い
た
め
、
本
来
の
目
的
が
ぼ
や
け
て
し
ま

わ
な
い
た
め
に
も
、
相
撲
コ
ー
ナ
ー
設
置
は
適
当
で
は
な
い
と
思
う
。

ゆ
か
り
の
品
を
例
え
ば
石
崎
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
中

学
校
の
相
撲
場
に
写
真
を
掲
げ
る
な
ど
、
市
と
し
て
場
所
を
用
意
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
ゆ
か
り
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
市
民

皆
様
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
期
待
を
す
る
。

西川 英伸 議員
（新政会）

崩落した県道城山線崩落した県道城山線

■
災
害
復
旧
・
除
雪
等
の
対
応
に
つ
い
て

県
道
城
山
線
の
早
期
復
旧
を
！

　
　
　
　

①
８
月
の
豪
雨
や
９
月
の
台
風
等
で
被
害
が
市
内
各
所
に

起
き
、
９
月
議
会
に
お
い
て
応
急
復
旧
予
算
約
10
億
６
千
万
円
強
が

組
ま
れ
た
。
市
内
多
岐
に
わ
た
っ
て
執
行
さ
れ
る
と
思
う
が
、
予
算

執
行
の
方
向
性
は
ど
う
か
。
②
県
道
城
山
線
は
、
全
国
に
誇
る
歴
史

遺
産
で
あ
る
城
山
を
散
策
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
観
光
道
路

で
あ
る
が
、
８
月
の
豪
雨
で
寸
断
さ
れ
て
、
大
打
撃
で
あ
る
。
復
旧

の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。
③
今
年
度
の
除
雪
対
応
と
し
て
、
除
雪

の
協
力
事
業
者
と
的
確
な
協
力
が
結
ば
れ
て
、
対
応
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

①
被
害
の
大
き
か
っ
た
河
川
・
道
路
等
の
土
木
関
係
や
農

地
等
の
農
林
関
係
で
約
10
億
３
千
万
円
、
そ
の
う
ち
５
億
６
千
万
円

は
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
年
明
け
か
ら
工
事
契
約
の
発
注
準
備
を

進
め
、
残
り
４
億
７
千
万
円
は
順
に
発
注
を
行
い
、
早
期
復
旧
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
②
県
道
城
山
線
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、

県
は
国
と
協
議
し
、
災
害
査
定
を
待
た
ず
に
工
事
着
手
し
、
早
期
復

旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
と
し
て
も
、
一
日
も
早
い
通
行

止
め
の
解
除
に
向
け
て
、
県
に
早
期
復
旧
を
お
願
い
し
て
い
る
。
③

昨
年
同
様
、
今
年
度
も
73
業
者
と
除
雪
契
約
を
締
結
し
、
除
雪
体
制

は
、
昨
年
よ
り
除
雪
機
械
を
２
台
増
や
し
、
計
１
５
３
台
に
増
強
し

た
。
七
尾
市
道
路
除
雪
計
画
に
基
づ
き
、
早
め
の
除
雪
作
業
に
努
め
、

市
民
生
活
の
足
、
ま
た
経
済
活
動
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　元横綱輪島関の石碑　元横綱輪島関の石碑
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般
質
問

 

一
般
質
問

永崎　陽 議員
（新政会）

答  

弁

質  
問

質  

問

答  
弁

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
市
内
の
産
業
保
護
と
育
成
を
税
収
増
に
繋
げ
る
戦
略

■
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
活
用
と
進
展
状
況

タブレットタブレット

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
め
方
に
つ
い
て

地
域
に
根
差
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
！

　
　
　
　

①
学
校
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
業
者
の
決

定
要
因
は
何
か
。
②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
で

き
る
市
内
業
者
に
機
会
を
与
え
、
官
民
一
体
で
新
し
い
教
育
の
進
め

方
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
③
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
須
化
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
そ
れ
を
学
ん
だ
人
材
を
ど
の
よ
う
に
地
域
の
た
め
に
活

用
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を
打
ち
出
す

の
か
。

　
　
　
　

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
学
習
用
ソ
フ
ト
を
よ
り
有
効
に
利

用
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
４
社
の
中

か
ら
選
定
し
、
契
約
し
た
。
市
内
10
小
学
校
に
月
に
一
、
二
度
支
援
員

が
巡
回
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
準
備
や
授
業
の
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
。
②
平
成
27
年
度
に
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
用
ソ

フ
ト
の
な
か
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
が
す
で
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

今
は
新
た
に
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。
③
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

内
容
を
理
解
し
な
が
ら
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
着
実
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門
家
を
養
成
す
る
教
育

で
は
な
い
。
基
本
基
礎
を
身
に
つ
け
た
う
え
で
、
高
校
、
大
学
と
進

学
し
、
し
か
る
の
ち
に
日
本
や
世
界
で
通
用
で
き
る
人
材
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

 

一
般
質
問

質  

問

答  

弁

中西 庸介 議員
（新政会）
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
能
登
歴
史
公
園
と
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
働
き
方
改
革
関
連
法
案
の
対
応

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
障
害
者
雇
用　
　

■
学
校
運
営
の
在
り
方

■
福
祉
専
門
学
校

■
保
健
科
学
専
門
大
の
七
尾
市
で
の
新
設
に
つ
い
て

能
登
初
の
４
年
制
大
学
に
期
待
！

　
　
　
　

２
０
２
０
年
度
に
新
設
を
計
画
し
て
い
る
大
学
24
校
に
七

尾
市
と
千
葉
市
に
開
設
す
る
保
健
科
学
専
門
職
大
学
が
含
ま
れ
て
い

る
と
い
う
新
聞
報
道
が
先
般
あ
り
、
こ
の
大
学
設
置
申
請
が
実
現
す

れ
ば
、
七
尾
市
と
し
て
は
有
意
義
な
こ
と
。
こ
の
現
状
の
把
握
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
大
学
と
地
域
の
連

携
等
に
つ
い
て
も
、
各
地
で
た
く
さ
ん
取
り
組
み
事
例
が
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
期
待
も
し
て
い
る
。

　
　
　
　

文
部
科
学
省
か
ら
認
可
が
さ
れ
、
能
登
で
初
め
て
の
４
年

制
大
学
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
。
七
尾

市
か
ら
若
者
流
出
に
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
り
、
市
外
か
ら
若
者
の

移
住
定
住
す
る
機
会
も
増
え
る
。
学
生
等
の
域
内
で
の
消
費
も
盛
ん

に
な
る
。
医
療
福
祉
系
の
人
材
も
市
内
に
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等
へ
の
参
加
を
し
て
い
た
だ
け
た
り

も
す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

大
学
設
置
の
実
現
に
向
け
て
、
可
能
な
限
り
協
力
し
て
い
く
。
ま
た
、

地
域
に
根
差
し
た
大
学
で
な
い
と
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
思
い
も
あ

り
、
地
域
の
課
題
も
あ
る
な
か
で
、
こ
の
４
年
制
大
学
が
設
置
で
き

れ
ば
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
コ
ン
ビ
ニ
の
住
民
票
交
付

■
中
国
慶
陽
市
と
の
交
流

 

一
般
質
問

能登島地区コミュニティセンター能登島地区コミュニティセンター

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
再
構
築
に
つ
い
て

コ
ミ
セ
ン
の
指
定
管
理
と
同
時
に

法
人
化
も
！

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
は
、
ど
う
い
う
手

順
で
、
ど
う
い
う
内
容
で
管
理
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
く
予
定
な
の

か
。
指
定
管
理
と
同
時
に
管
理
運
営
す
る
人
員
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
地
域
づ
く
り
交
付
金
を
一
括
に
し
、
か
つ
法
人
化
に
つ
い
て
も

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
各
協
議
会
等
へ
の
説
明

を
順
次
行
い
、
協
議
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
実
施
に
向
け
て
動
き
出

す
。
指
定
管
理
さ
れ
れ
ば
、
貸
館
収
入
の
一
部
な
ど
自
主
財
源
に
で

き
る
な
ど
地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
移
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
自
主
的

な
運
営
が
可
能
に
な
る
。
な
お
、
能
登
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
診
療
所
な
ど
の
機
能
を
備
え
た

複
合
施
設
で
、
能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
指
定
管
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
雇
用
と

な
り
、
今
現
在
の
セ
ン
タ
ー
長
と
セ
ン
タ
ー
職
員
を
基
準
の
枠
と
し

て
人
件
費
を
交
付
し
、
そ
の
枠
組
み
で
必
要
な
人
数
を
雇
用
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
料
と
交
付
金

は
別
々
で
予
定
し
て
お
り
、
今
の
段
階
で
は
各
種
団
体
が
行
う
事
業

に
対
す
る
補
助
金
や
町
会
が
負
担
す
る
経
費
へ
の
助
成
な
ど
、
目
的

に
応
じ
て
交
付
す
る
段
階
を
ま
だ
出
て
お
ら
ず
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
今
後
も
検
討
、

協
議
し
て
い
き
た
い
。

公立能登総合病院公立能登総合病院

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

答  

弁

 

一
般
質
問

質  

問

佐藤 喜典 議員
（未来）

■
看
護
師
不
足
対
策
に
つ
い
て

看
護
師
不
足
解
消
に
対
す
る
積
極

的
取
り
組
み
を
！

　
　
　
　

看
護
師
は
女
性
が
多
く
、
結
婚
や
出
産
等
で
離
職
す
る
機

会
は
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
っ
た
原
因
に
よ
る
看
護
師
不
足
が
あ
る

な
か
、
地
方
の
一
病
院
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
解
決
で
き
な
い
も

の
も
多
く
あ
る
。
魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
と
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
事
で
、
労
働
環
境
や
雇
用
条
件
を
見
直
し
す
る
こ
と

で
、
看
護
師
確
保
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
医
師
や
看
護
師
不
足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
こ

と
に
よ
り
安
心
安
全
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
繋
が
る
。
質
の
高

い
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
目
的
と
し
て
、
院
内
保
育
所
を
設
置

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
能
登
総
合
病
院
で
も
院
内
保
育
所

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

能
登
総
合
病
院
で
は
、
結
婚
や
出
産
等
に
対
し
て
働
き
や

す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
妊
娠
し
た
職
員
の
夜
勤
免
除
の
ほ
か
、
出

産
後
で
の
職
場
復
帰
後
に
部
分
休
暇
や
子
ど
も
の
看
護
休
暇
が
取
得

で
き
る
な
ど
、
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

夜
勤
に
つ
い
て
も
、
２
交
代
、
３
交
代
、
夜
勤
専
従
の
う
ち
、
本
人

の
希
望
と
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
院
内
保
育
所
は
育

児
支
援
の
一
環
と
し
て
効
果
的
と
考
え
る
が
、
職
員
に
調
査
し
た
結

果
は
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
病
児
保
育
室
で
足
り
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
の
と
こ
ろ
院
内
保
育
所
を
開
設
す
る
考
え
は
な
い
。

 

一
般
質
問

質  

問

質  

問

答  

弁

答  

弁

桂　撤男 議員
（灘会）

木下 敬夫 議員
（無会派）

七尾市議会だより 検索
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■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第94号

平成３０年度七尾市一般会計補正予算（第３号） 可決

議案
第95号

平成３０年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正

予算（第１号）
可決

議案
第96号

平成３０年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
可決

議案
第97号

平成３０年度七尾市介護保険特別会計補正予算

（第２号）
可決

議案
第98号

平成３０年度七尾市西岸財産区特別会計補正予算

（第１号）
可決

議案
第99号

平成３０年度七尾市水道事業会計補正予算（第２号） 可決

議案
第100

号

平成３０年度七尾市下水道事業会計補正予算

（第４号）
可決

議案
第101号

平成３０年度七尾市病院事業会計補正予算（第１号） 可決

議案
第102号

七尾市空き家等の適切な管理及び活用の促進に関す

る条例について
可決

議案
第103号

七尾市地域センター条例を廃止する条例について 可決

議案
第104号

七尾市保育園条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第105号

第２次七尾市総合計画基本構想の策定について 可決

議案
第106号

湯っ足りパーク等の指定管理者の指定について 可決

議案
第107号

町及び字の区域の変更について 可決

議案
第108号

町及び字の区域の変更について 可決

議案
第109号

市道路線の廃止について 可決

議案
第110号

市道路線の認定について 可決

議案
第111号

平成３０年度七尾市一般会計補正予算（第４号） 可決

議案
第112号

平成３０年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正

予算（第２号）
可決

議案
第113号

平成３０年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
可決

議案
第114号

平成３０年度七尾市介護保険特別会計補正予算

（第３号）
可決

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第115号

平成３０年度七尾市水道事業会計補正予算（第３号） 可決

議案
第116号

平成３０年度七尾市下水道事業会計補正予算

（第５号）
可決

議案
第117号

平成３０年度七尾市病院事業会計補正予算（第２号） 可決

議案
第118号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例について
可決

議案
第119号

市長及び副市長給与条例等の一部を改正する条例

について
可決

議案
第120号

七尾市の一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例について
可決

議案
第121号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正

する条例について
可決

同意案
第1号

教育委員会委員の任命について

　■ 寺岡　卓子　氏
同意

同意案
第2号

人権擁護委員の推薦について

　■ 平山　恵美子　氏　　■ 出島　茂弘　氏
同意

平成30年 第4回定例会採決結果一覧表

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採決結果

議会議案
第12号

認知症施策の推進を求める意見書 可決

議会議案
第13号

無戸籍問題の解消を求める意見書 可決

議会議案
第14号

義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 可決

議会議案
第15号

商業捕鯨再開を求める意見書 可決

なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。

今議会において、審議された請願は下記の通りです。

議　　　案　　　名 採決結果

請願
第3号

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国

会が批准することを求める請願
不採択

請願
第4号

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を

求める請願
不採択

12月定例会で賛否が分かれた議案等

議　　案　　等

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
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永
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陽
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今
田
勇
雄

杉
本
忠
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議案
第109号

市道路線の廃止について 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議案
第110号

市道路線の認定について 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議案
第118号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例について
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

議案
第119号

市長及び副市長給与条例等の一部を改正する条例に

ついて
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

請願
第３号

日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国

会が批准することを求める請願
不採択 × × × × × × × 〇 × × － × × × × × × 欠

請願
第９号

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出

を求める請願
不採択 × × × × × × × 〇 × × － × × × × × × 欠

※荒川議長（議事進行）は採決に加わりません。 〇＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席
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   議会改革の取り組み　

   議会報告会（教育民生常任委員会）

　平成30年中において、議会改革特別委員会の動きとして、平成29年11月改選に伴い、七尾市議会基本条例の

検証を行いました。

　教育民生常任委員会と中島保育園保護者との懇談会が下記のとおり行われました。参加された皆さん、朝早く

からご参加いただき、ありがとうございました。

日時　平成30年10月14日（日） 6：50～7：30

場所　中島保育園遊戯室

参加　教育民生常任委員会５人、保護者11人

●議会報告会の見直し

●発言通告の見直し

●議員報酬の見直し

●災害時行動指針の見直し

　毎年、市内各所において議会報告会（市民と議会との懇談会）を開催し

ており、毎回多くの方々にご参加いただいているが、今年度は例年とは趣

向を変えてやってみようということで、新しい試みとして「出前講座」のよ

うな形式で開催することにした。

　これまでの発言通告書のなかには、具体的内容があまり詳しく記載されていないものもあったため、十分な

答弁がなく、通告した内容から逸れた発言になっていくことにもなりかねない（通告外）。具体的に内容を示す

ことは、質問趣旨が明瞭になり、十分な答弁を求めることもでき、また議会を傍聴する市民の方々にも理解し

やすいものになる。発言通告については、何について、どのようなことを具体的に聞きたいのかを、詳細かつ

克明に記載していくべきである。

　七尾市の人口に対する議員数と議員報酬の割合については、改選前に十分な議論を重ねてきたところであ

り、今回の改選によって、議員定数が２２人から１８人に減ったことで、一人一人の活動範囲も広がったことは

事実だが、今の段階では検証もできておらず、今後の活動状況などを踏まえながら、十分な検証を続けて対処

していくべきである。

　今年度は大雨による川の氾濫や土砂が崩壊するなどの予期せぬ事態が

多く発生し、市内各地において被害が起き、避難勧告や避難指示が出る

ほどの状況になった。このような大規模災害が起きたときには、議員の行

動指針に基づき行動することとなっており、その行動指針をより具体的に

し、迅速な対応が取れるようにした。

主な意見　保育料、子ども医療費、子育て環境

の充実　など
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七尾市議会事務局

TEL.0767-53-8433

http://www.city.nanao.lg.jp

●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・

ご感想をお寄せください。なお、議会の会議録につ

いては、七尾市役所情報公開コーナー、七尾市立図

書館等に備えてあるほか、市のホームページでも閲

覧できるようになっていますので、ご覧ください。
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スポーツ合宿誘致

移住・定住及び空き家バンク

創業支援事業等

子育て支援対策

小中学校連携の英語教育

能登国分寺の成り立ちや歴史

能登和倉万葉の里マラソンの取り組み

能登食祭市場の取り組み

世界農業遺産認定
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全国から数多くの視察を受け入れ（行政視察受け入れ）　

　平成30年も全国から 23議会 138名の視察を受け入れました。関東方面からの視察が一番多く、次いで東

北方面からの視察多くありました。

　視察内容は主に「スポーツ合宿誘致」、「移住・定住及び空き家バンク」が主な視察内容となりました。来年

度も数多くの視察受け入れを行い、七尾市の取り組みを広く周知したいと思います。

【地域別】 【分野別】

（H30.12 月末現在）

議　会　の　動　き

11月 6日 産業建設常任委員会

7日 全国温泉所在都市議会議長協議会（東京都）

12日 能登五市議会議員研修会（かほく市）

15日 能越自動車道田鶴浜七尾道路要望活動（東京都）

16日 地方行政委員会（東京都）

20日 教育民生常任委員会

21日 石川北部ＲＤＦ広域処理組合議会定例会

21日 石川県市議会議長会知事要望

11月 26日 予算常任委員会協議会

26日 全員協議会

29日 議会運営委員会　

12月 3日 平成30年市議会第4回定例会（～19日）

1月 16日 議会運営委員会

18日 能登五市議会議長会定期総会

31日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会

「七尾市議会だより」
Catalog Poket

皆さんも

市議会を傍聴

しませんか

　傍聴を希望される場合は、当日、議場入口の受付で、傍聴申込書に住所、氏名を記入

してから入場してください。また、団体で傍聴される場合は、団体の名称、人員、代表者ま

たは責任者の住所、氏名を記入してください。

・議場における言論に対し、拍手その他の方法により公

然と可否を表明しないでください。

・談論、放歌、高笑、その他騒ぎ立てないでください。

・はち巻、腕章などの示威的行為はしないでください。

・帽子やコートの類は、議場では脱いでください。

・飲食や喫煙はしないでください。

・みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないでく

ださい。

・携帯電話の使用は禁止し、電源を切るか、マナーモー

ドにしてください。

・その他議場の秩序を乱し、又は議場の妨害となるよう

な行為をしないでください。

傍聴席では、次の事項を守り静かに傍聴してください。


